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研究成果の概要（和文）：　本研究は日本語における破裂音の「有声／無声」の対立と韻律の関係を、多言語学
習者の発話及び知覚を利用して明らかにすること、有声性を捉え直すことを目的に行ったものである。
　本研究で対象とした話者は、いずれも母語の他に、（レベルの差はあるが）日本語、英語などの多言語の学習
歴を持つ。多言語を学んだ、有声性について多様な母語（有声／無声の二項対立、有気／無気の二項対立、有声
音、無声音に加え、有気音を持つ言語）の話者たちが、どのような知覚、発話を行うかの観察を通して、有声性
の持つ多面性を検討した。

研究成果の概要（英文）：　This study aimed to clarify the relation between Voicedness of plosives 
and prosody produced and/or perceived by the learners of Japanese of various non-native speakers.
　Subjects of this research are multilingual learners of Japanese, English, etc. (although there is 
a difference in level) in addition to their native language. Through the observation of what kind of
 perception and production of these subjects, we examined a voicing contrast and prosody.

研究分野：音声学・音韻論
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１．研究開始当初の背景 
 標準日本語（以下、日本語）の音声特徴は、
少なくとも分節音については一定の知見に
達していると見なされている。一方、イント
ネーションやアクセントを対象とした超分
節的特徴の研究が、音声分析ソフトの普及な
どに伴い盛んに進められ、また、危機言語研
究の一環として行われている方言調査の広
がりなどによって、現在の国内外における音
声研究の主流は、分節音的特徴から超分節音
的特徴の研究へ、標準日本語の特徴から方言
音声の特徴の研究へと移行していると言え
る。 
 一方で、分節音レベルにおいて新たな研究
が進んでいる。破裂音の有声／無声の対立に
ついては、Lisker & Abramson (1964)[1]以来、
声帯振動の相対的タイミング（VOT、Voice 
Onset Time）による捉え方が示されており、
日本語においても Shimizu（1996）[2]他で
その傾向が確認されてきた。しかしながら、
この知見に対し、高田(2004) [3]のように若年
層において声帯振動が閉鎖の開放後に起こ
る＋VOT 化が進んでいることを示す研究も
生まれており、有声性に対して新たな知見も
示されている。 
 また、他言語においても Silva(2006) [4]に
よる韓国語ソウル方言における３系列の破
裂音に関する研究や間瀬・新谷(2006) [5]によ
るデンマーク語の破裂音の捉え方（有声／無
声ではなく、有気／無気の対立を持つものと
されている）とそれに対し浮かんでくる疑義
などを合わせ考えると、これまで有声音／無
声音、有気音／無気音と捉えられてきたもの
に多様性があり、通言語的な対照研究が求め
られていることが分かる。 
一方、日本語においても高田（前掲）では

VOT値の方言差が示され、村田(2013) [6]で
は、方言アクセントと分節音の関係が検討さ
れ、アクセントの類の分裂過程を捉えようと
しているが、その過程に分節音の特性が関与
していることが示唆されており、日本語の方
言の分節音、および分節音とアクセントとの
関係について、更なる検討が求められている
といえる。 
以上のように、本研究開始当初において、
学会の研究動向からするとやや周辺部に置
かれているかに見える分節音の特性につい
て、日本語だけでなく、通言語的な更なる検
討が必要であり、また、方言研究においても
分節音と超分節音との関係など視野を広げ
ることが求められる状況であった。 
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２．研究の目的 
本研究においては、通言語的な対象、日本
語においても方言を視野に入れた対象に対
し、アクセントや声調といった韻律的特徴と
の関係をも組み込んだ、有声性の捉え直しを
行うことを目的とする。その際、特に日本語
学習者を含む多言語学習者による母語、学習
言語の発音と知覚を考察対象とする点に研
究上の特色があり、ここで見いだされた結果
は、ともすれば VOT 重視に陥りがちな現在
の日本語音声教育に対し、基礎的知見を改め
て与える意義を持つものである。 
 
３．研究の方法 
 本研究では、以下の 3点を中心に研究を進
めた。 
 
①多言語話者の発音・知覚を利用して、「有
声」／「無声」の対立の実態と韻律的特徴の
関係をさぐる 
②通言語的に研究を参照し、有声性と韻律的
特徴の関係を検討する 
③現地における調査データを通して、日本語
の方言における有声性とアクセントの関係
を検討する 
 
 まず、①については、本研究の前身にあた
る研究代表者の挑戦的萌芽研究「非母語話者
の知覚による日本語破裂音における有声／
無声の対立に関する研究」（平成 23 年度～平
成 25 年度）の手法を引き続き用い、実験を
行った。この実験は、多言語学習者の日本語
の発音・知覚実験である。ここでは、日本語
母語話者による発話だけでなく、知覚実験に
参加する様々な母語を持つ被験者の発話（日
本語）を他の被験者がどのように知覚するか
をも検証するものである。実験の概念図は次
ページのようになる。 
 図中で、p,b,P,B の記号及び「‘」は、必ず
しも特定の音声を表していない。それぞれ日
本語のあるターゲット音（この場合には p,b）
を被験者(学習者)それぞれが目指して発音
したものであり、類似の特徴を持つが、何ら
かの点で異なり得る音声を表している。また、
知覚側では、「？」としているのは、自身の
発話をも含め、どのように知覚するか、差異
がある可能性を示している。 
 
 



  生成   知覚 

             
   p           ?p’    
   b           ?b’    
日本語母語話者   被験者Ａ   
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   p’                  ?b'’    
   b’                被験者Ｂ   
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                          ?p''’     
   p'’                  ? b''’    
   b'’                被験者Ｃ   
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                          ?P      
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                          ?P'’    
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 被験者 E                          
                          ・     
   P'’                 ・     
   B'’                 ・     
 被験者 F                          
               
   ・                          
   ・                          

実験方法概念図 
 
実験は、まず p/b、t/d、k/g が対立する無
意味語を各被験者に読み上げさせ、録音した。
得られた音声データを各被験者に対し、静か
な部屋でスピーカーによって提示し、有声/
無声/その他（自由記述）を選択させた。被
験者の日本語レベルは、いずれも中級、上級
レベルにある者である。 
 被験者の母語の選択に当たっては、実験に
協力を得られる母語話者がいることを優先
し、従来の有声性の議論の中で、できるだけ
多様な言語を選んだ。北京語、中国朝鮮語（現
在の韓国語ソウル方言とは異なり高さアク
セントを持つ）、韓国語は有気／無気の対立
を持ち、有声／無声の対立を持たない言語で
あり、スンダ語、ブルガリア語は有声／無声
の対立を持つ言語、そして有気／無気の対立
に加え、有声／無声の対立をも持つ（破裂音
の全てのパラダイムで対立を持つわけでは
ない）タイ語、ベトナム語という構成になっ
ている。 
 次に②については、本研究の対象となる破
裂音の有声性についてだけでなく、有声性と
韻律的特徴との関係に関する研究を広く渉
猟した。また、多くの学会、研究会などに参
加し、最新の研究についても情報を得た。研

究発表においては、「背景」にも書いたよう
に、本研究対象がどちらかと言えば周辺的な
ものと扱われている状況の中で、発表中で有
声性が中心的に扱われていない（タイトル等
に「有声性」と記されていない）研究をも拾
うため、研究代表者、研究分担者とも直接、
多くの学会、研究会に参加し、必要に応じて、
発表者、他の参加者と意見交換を行った。 
 ③については、幾つかの方言で既に報告も
あるが、有声破裂音の有無がアクセントの類
の分裂に影響を与えている可能性について、
独自のデータに基づいて分析を行った。 
 
４．研究成果 
 有声性それ自体について、また有声性と韻
律的特徴との関係について、多くの知見を得
た。その一部は研究代表者、研究分担者の論
文、研究発表等で公開した。 
 未だ、全体像を示すことはできないが、学
習者の発音・知覚は、第二言語習得研究で言
われる「音韻範疇化」としてまとめるには、
非常に複雑な特徴を示している。 
 また、通言語的に見たとき、方言をも包含
して考えるとき、有声性について、そして有
声性と韻律的特徴との関係については、更な
る研究が必要であることが分かった。 
 
 本研究の成果とは離れるが、日本音声学会
の学会誌『音声研究』22 巻 2 号（平成 30 年
発行の第 2 誌）において、「有声性の対立に
関する音声と音韻」が特集テーマとされるこ
とがアナウンスされている。このことは本研
究対象が、全国学会レベルで、更に探求が必
要な対象であることが認められたと考える
ことができ、本研究の意義を高めるものであ
ることを付言しておきたい。 
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